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駆 細 胞 分 画 
(cKit+Sca1-Lin-CD34+CD16/32low)、顆粒
球 マ ク ロ フ ァ ー ジ 前 駆 細 胞 分 画 
(cKit+Sca1-Lin-CD34+CD16/32+)を単離し
た。ウイルスパッケージング用細胞株















































ことが知られる。In vitro の Hes1 導入細胞
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